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原発事故を踏まえた家畜用敷料の取り扱い原発事故を踏まえた家畜用敷料の取り扱い

  原則として暫定許容値原則として暫定許容値 ４００ベクレル／ｋｇ（製品重量）を超えないこと４００ベクレル／ｋｇ（製品重量）を超えないこと

  ＊ただし、当該敷料を用いて生産される＊ただし、当該敷料を用いて生産されるたいたい肥が４００ベクレル／ｋｇ（製品重量）肥が４００ベクレル／ｋｇ（製品重量）

  を超えない場合はを超えない場合は １，０００ベクレル／ｋｇ（製品重量）まで使用可能。１，０００ベクレル／ｋｇ（製品重量）まで使用可能。

１１ 家畜用敷料の暫定許容値家畜用敷料の暫定許容値

＊畜産農家が生産した堆肥や家畜排せつ物を当該粗飼料が作付け農地へ還元される場合＊畜産農家が生産した堆肥や家畜排せつ物を当該粗飼料が作付け農地へ還元される場合

  ○飼料としての暫定許容値○飼料としての暫定許容値 ３００ベクレル／ｋｇ（水分含有量８０％）３００ベクレル／ｋｇ（水分含有量８０％）

  を超えていなければ使用可能。を超えていなければ使用可能。

  ○育成牛や繁殖雌牛（当分の間と畜出荷予定のない牛）は○育成牛や繁殖雌牛（当分の間と畜出荷予定のない牛）は

  ３０００ベクレル／ｋｇ（水分含有量８０％）まで使用可能３０００ベクレル／ｋｇ（水分含有量８０％）まで使用可能。。

２２ 敷料として牧草等の粗飼料を利用する場合敷料として牧草等の粗飼料を利用する場合

★敷料（戻し堆肥利用の場合は堆肥化資材についても同様）を購入する際は、★敷料（戻し堆肥利用の場合は堆肥化資材についても同様）を購入する際は、
販売事業者等に放射性セシウム等の検査が行なわれているか、また、検査済みの場合は販売事業者等に放射性セシウム等の検査が行なわれているか、また、検査済みの場合は
暫定許容値４００ベクレル暫定許容値４００ベクレル／ｋｇ／ｋｇを超えていない旨の確認をしてください。を超えていない旨の確認をしてください。

放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質にににに汚染汚染汚染汚染されたもみがされたもみがされたもみがされたもみがらららら、、、、わらわらわらわら、、、、樹皮等樹皮等樹皮等樹皮等をををを原料原料原料原料とするとするとするとする敷料敷料敷料敷料についてはについてはについてはについては、、、、高濃度高濃度高濃度高濃度のののの放射性放射性放射性放射性セシウムセシウムセシウムセシウムをををを含含含含むむむむ可能可能可能可能

性性性性がありますがありますがありますがあります。。。。このこのこのこの場合生産場合生産場合生産場合生産されるされるされるされる堆肥堆肥堆肥堆肥もももも高濃度高濃度高濃度高濃度のののの放射性放射性放射性放射性セシウムセシウムセシウムセシウムをををを含含含含むことになりますむことになりますむことになりますむことになります。。。。
！！！！堆肥堆肥堆肥堆肥によってによってによってによって農地土壌農地土壌農地土壌農地土壌がががが汚染汚染汚染汚染されることがないようされることがないようされることがないようされることがないよう、、、、以下以下以下以下のののの点点点点にごにごにごにご注意注意注意注意くださいくださいくださいください！！！！
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自らの経営から生じたたい肥を販売したり譲渡する場合には、相手方の耕種農家・たい肥製造
業者等に、以下の内容について説明をしてください。

①暫定許容値を超えていない飼料・敷料を使用していること

②飼養管理状況に関する情報を適切に提供すること

③本県はたい肥の放射性セシウムの検査の対象地域外であること

（参（参 考）考）


